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学校教育目標

自らを律し、社会的に

自立し、健全な市民生活

を送るための力の育成

平成２３年１月３１日

尼崎市立中央中学校

２月２５

日に平成

２３年度

入学生の

保護者向

け説明会

を開催し、多くの保護者の皆様にご参加いただきま

した。新１年生は、２１７人で６クラスとなる予定

です。説明会では、入学までの準備、教育課程や学

校生活、PTA活動などについて説明を行いました。

入学説明会「なりたい職業」を目指して
「『なりたい職業』をもちにくい若者」というタイトルの記

事がありました。その記事によると「2004年の調査結果と200

9年の調査結果の比較で、『なりたい職業がある』と答えた者

の割合は、小・中・高校生ともに減少傾向にある。特に高校

生では大きくその割合を減らしている。」ということでした。

新聞等で毎日のように「不況」という二文字が並んでいる

昨今のきびしい経済状況のもとで、現実的な職業選択を迫ら

れている時期に、具体的な職業志望を決めかねているのでし

ょう。しかし、受検を控えた中央中学校３年生の生徒の皆さ

んの作文には、「なりたい職業とその理由」が具体的に書かれ

ており感心させられました。

途中で変更はあるとしても、なりたい職業をもち続け、そ

の実現を目指して努力し続けることが大切なことです。

３年生の生徒作文から抜粋

○機械関係の仕事をしている父親の姿を見て、自分も機械関

係の仕事に就きたいと考えている。

○中学校での３年間のバレーボールは、辛い事がいっぱいあ

ったけれど、今までで一番頑張ったことなのでこれからも

頑張り、選手を目指したい。

○母や近所の人のお菓子作りを手伝いはじめ、自分でも作る

ようになり、お菓子作りの楽しさを知りました。高卒後は

製菓専門学校に行きパティシエになりたい。

○趣味の自転車乗りから、日頃のメンテナンスの大切さを感

じ、自動車のメカニックになろうと決めた。

○人に勉強を教えるということがとても楽しいと思い、教師

になろうと決め、一生懸命勉強をしたいと思います。

○一流企業に就職をして世話になった両親に親孝行をしたい。
○工業関係の仕事をしている父親から仕事のおもしろさは、
「仕事をやり終えた後、お客さんから『ありがとう』と言
われたときの達成感」と聞きました。私も父のように工業
関係の仕事をしたい。
○両親は朝から夜遅くまで食堂で働いて、お客さんと接して
います。私も食堂を継いで、お客さんを笑顔にしたいです。

◇「なりたい職業がある割合」 (2004年→2009年)

小学生 男子 57.8% → 52.0%, 女子 69.4% → 64.5%

中学生 男子 56.4% → 46.4%, 女子 67.6% → 62.9%

高校生 男子 61.1% → 43.6%, 女子 73.2% → 58.4%

◇「なりたい職業」ランキング

中学生男子 中学生女子

①野球選手 ①保育士・幼稚園の先生

②サッカー選手 ②芸能人

③ｹｰｷ屋・ﾊﾟﾃｨｼｴ ③ｹｰｷ屋・ﾊﾟﾃｨｼｴ

④学校の先生 ④看護士

⑤調理師・コック ⑤ﾏﾝｶﾞ家・ｲﾗｽﾄﾚｰﾀ

⑥研究者・大学教員 ⑥ﾃﾞｻﾞｲﾅｰ･ﾌｧｯｼｮﾝﾃﾞｻﾞｲﾅｰ

⑥医師 ⑦飼育員･動物の訓練士

⑥公務員 ⑦理容師・美容師

⑨ｹﾞｰﾑｸﾘｴｲﾀｰ･ｹﾞｰﾑﾌﾟﾛｸﾞﾗﾏｰ ⑨学校の先生

⑩ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾌﾟﾛｸﾞﾗﾏｰ･ｽｽﾃﾑｴﾝｼﾞﾆｱ ⑩医師

⑩大工

（ベネッセ「第２回子ども生活実態基本調査報告書」より）

表 彰

吹奏楽 兵庫県アンサンブルコンテスト県大会

打楽器７重奏 金 賞 県代表 関西大会出場

ｻｯｸｽﾌｫｰﾝ４重奏 銀 賞

児童・生徒文化祭 作品出品者

３年 「透視法」

木島雪乃、平戸美優、上田星来、武本成生

新井安那、入口幼菜、小田 柊、辻本 楓

２年 「色彩構成」

栗波嵩也、岡島亜光、坂本里奈、萩原彩寧

東 紀里、岡島瑞歩、樋口朋花、吉田有芽

大江千晶、辻本紗代、寺井清美、森田桜希

２年 「砂絵」

花田美憂、岸由梨香、甲斐雄太、佐藤礼奈

藤木 咲

１年 「絵文字」

高山勇人、森下裕貴、八十原佳織

田口呂美、花田知香、高岡遥香

１年 「自画像」

谷岡香奈子、新井敦登、中尾涼子

蛯原 綾、吉岡雅駿、柚口陽和

禁煙啓発カレンダー 入 選 中尾北斗

県大会出場

男子ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ・女子ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ

兵庫県バレーボール男女選抜大会出場

阪神淡路大震災の経験と教訓を継承し、将来の災

害への備えの充実を図るために「ひょうご安全の

日」である１月１７日に防災訓練を実施するととも

に、大震災で亡くなりになられた方々に哀悼の意を

表し全員で黙祷を捧げました。

内容は、①地震に対して運動場への避難(訓練)

②津波に対して校舎の３・４階への避難(訓練)

③自然災害時の対応(講話)で、校舎から運動場への

避難に要した時間は４分３０秒でした。

１.１７を忘れない


